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(2)b=2'17とする。αがα>0の範囲を動くとき,連立方程式 (*)を満たす正の実数κ,ν

爽数″,υ は,α を用いて
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と表される。したがって,相加平均と相乗平均の関係を禾J用すると,χ +ν はα=2■ の

とき最/Jヽ値ャ嘔 サコをとる
ことがわかる。ただし

9= □
一□

である。

♭
3,9λ4ひぁ

=。
ち

θ判・電子 =静 =

静レギ刀

〔センター試験〕

/′

イ)/〆^ク ,

z-3^-2 ぇ

二
χ +3‐
 ¬瓢肇
+牛 λ
2≧
2√
裏 F04″

唸
√■
t Ctす

ユ 、4″
】針

フ2´ こヽ

〆二士
5

卜｀ 2~て
κ ラスt

数果 http://w咽W・mathext.info/


